
石井　美也子
現状において、人々は敷地周辺

の道路脇や駐車場などで談話や

散歩、遊びなどを楽しんでいた。

そんな人々の生活の一部となる

ような図書館を目指した。

そこで、敷地の地上を開放し、

図書館機能を地下に配置した。

ここでは、図書館の大部分の機

能を地下に埋め込みながらも地

下であることを感じさせない空

間、地下であるからこそのおも

しろさ、また、地上にいながら

も地下の存在を感じさせ、誘い

込むような演出といったことに

挑戦した。

指導＝野沢　正光
文京区立真砂図書館の敷地を借

りての「まちのライブラリー」

課題も回を重ねている。近接し

てふるさと歴史館等の親しみや

すい公共施設や、歴史を物語る

木造の比較的おおきな住宅があ

ったり、なによりも二年生の課

題が隣接の敷地を想定している

ことなどが、ここでの計画が長

続きしている理由だろう。

建築がそうした周辺の状況を根

拠のひとつとし、ていねいに問

題を探し、解いていくものであ

ることを知ってもらうのに、こ

の課題の設定は適したものであ

るようで、今回も佳作が多くあ

った。

石井さんの提案もそうしたてい

ねいな条件の読み解きが独自の

建築環境につながったものとい

えると思う。

図書館の大部分は地下にある。

中国のヤオトンのように穿たれ

た中庭によって、そこは地上に

いるのと似て明るいひかりに満

ち、落ち着いた場を作っている。

図書館の様々な機能も中庭を上

手に介すことにより適当な距離

を保ち、快適そうにみえる。開

放された地表の計画も、地下へ

の入り口、四阿、とともに「ふ

るさと歴史館」の機能を補完す

る郷土図書館を独立させこじん

まりと置いたり、東側の余地に

大きな樹木を配しとなりの建物

との調整を図るなど、好ましい。

地下からそびえる樹木、地下の

覗き込めるカフェテラス、それ

への階段など、地上部分と地下

部分の応答を意識した計画とな

っているところへの評価が特に

高かった。

建築設計製図Ⅲ

第１課題

まちのライブラリー

３年１組

担当：

若色　峰郎

関澤　勝一

飯田　善彦

高橋　晶子

西沢　立衛

野沢　正光

吉田　博
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松井　理恵
私が今回のライブラリーに求め

たことは、文京区の情報源であ

り、また文京区の要素を集合さ

せた場所であってほしいという

ことである。そのため、文京区

の地形を今回の敷地に反映さ

せ、「ミニチュア文京区の提案」

という形で課題を進めてきた。

また、利用者が「本を読みたく

なるような空間」をつくりあげ

るため、本の分野ごとに立方体

のブロックをつくり、分野ごと

にイメージする、各々の個性的

な空間を表現しようと考えた。

指導＝飯田　善彦
この計画案は、敷地全体を公園

として地域に開放するという前

提のもとに、ライブラリーを小

さな単位に分割し、地中で互い

を連結しつつ分散的に配置する

という案である。

分割の根拠、個々の単位が持つ

スケールの決め方、またそれぞ

れを結びつけるネットワークの

妥当性等々を含めて、ライブラ

リーという建築を組み立てる論

理や、ライブラリーとはいった

いどのような施設であるべきか

といった本質的な問いかけは不

充分であり、一切を文京区の地

形の援用というランドスケープ

的な物語の中に説明しようとす

る強引さと無邪気さは否めない

が、結果として得られた風景に

は、路地奥に位置する敷地条件

に妙に適合した魅力を認めるこ

とができる。

今のところ、建築を構想してい

くモチベーションの大部分を、

個人的な感情に依存しているた

め、プレゼンテーションを含め

て自信のなさが目についてしま

うが、これからは思いついたア

イデアを建築という全体性に高

めるために、計画論的な、ある

いは社会性を持った言語を組み

込むなど、よりリアリティを獲

得するための自分なりの方法を

模索していってほしいと思う。

松井　理恵
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立川　博之
情報媒体としては一切の無駄が

ないデジタル。逆に本には手ア

カ、汚れ、破損など、情報伝達

においては不必要なものが蓄積

される。しかし本を扱う現在の

図書館では、それらを見て、触

れて、他人のことを思い浮かべ

たり自身のことを懐かしんだり

と、自分の感情を見出せない人

が増えつつある中、そこは人が

感情を露呈できる場でもあるの

ではないか。それこそが本来の

図書館であり、その意義を自分

なりに再確認するため、カタチ

にしてみた。

指導＝奥田　孝次
今後、情報化社会における“情

報”とは何かという議論から学

生達と始めた。本課題の“まち

のライブラリー”というオープ

ンな地域的位置づけも考慮し

て、一体“本”とは何かとの疑

問を問いかけてみた。敷地周辺

の地域コンテクストに関して歴

史、地形、周辺環境、人の動線

等を注意深く解析すると、多く

の固有性豊かな特性が発見でき

る。この立川君の作品は、従来

の図書館のような単に“本を閲

覧する場”だけではなく、地域

的交流の場として、“人の交流

による情報を創出する”という

観点からコンセプト化されてい

る。平面上二つのグリッドが幾

何学的に導入され、主要グリッ

ドにおいて開架書庫等の一般的

な機能スペースが配置され、ま

た西側道路を配慮したオープン

スペースを構成するグリッドは

この建物の顔として整合してい

る。人の流れと交流により、

“ものや情報”がシークエンス

に演出され、人の回遊性が楽し

める空間でもある。住宅地区に

隣接し、まちの歴史を感じさせ

るオープンスペースの“まちの

交流の場”、西側木造住宅への

スケールに対して透明性のある

ファサードの顔づくり、南側と

路地との結節点における導入ア

プローチは、この地域特性から

注意深く読みとっている。最終

的に人にコンセプトを伝える、

ビジュアル的に表現することは

構想立てする以上に必須であ

る。全体的にインパクトのある

プレゼンボードに表現され、最

後の“みせる手法”において鮮

明にコンセプトが“みえた”と

いう点を特に高く評価した。

建築設計製図Ⅲ

第１課題

まちのライブラリー

３年２組

担当：

高宮　真介

本杉　省三

アストリッド　クライン

奥田　孝次

椎名　英三

曽我部　昌史

横河　健

立川　博之
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田ノ上　智絵
図書館は情報を得る場であり、

憩いの場でもある。

情報源は何も本そのものに限ら

ず、様々な分野に渡っている。

１Fには一般書架、子供スペー

ス、カウンター、事務室、書庫、

トイレを、２Fには一般書架、

CD・ビデオスペース、閲覧ス

ペースを設けた。

情報源を分野別に配置し、フロ

ア間での自由な行き来を可能に

することにより、従来の閉鎖的

なイメージをなくすことに心が

けて設計した。

また、館外に中庭を設け、その

空間を緑化することによって、

より親しみやすく安らぎを得ら

れる場を提供する。

指導＝アストリッド クライン
田ノ上さんの提案はハサミ型の

シンプルでとても大胆な形態。

一見アグレッシブでダイナミッ

クなプランに感じるのだけれ

ど、交差する角度や配置が印象

的かつ慎重に計画されている。

道路に面するメインエントラン

ス側の広い角度はちょうど人が

両手を広げて友人を歓迎する仕

種に似ているし、角度の小さい

側も中庭をそっと挟み込んで心

地よい雰囲気を作っている。

クロスした部分は自然と中心的

機能となり、それぞれのウイン

グへの移動や共用施設のために

計画されて、様々な図書館機能

へスムーズに接続される。

上から見渡してもシャープなレ

イアウトとは対照的な、ソフト

で明るい印象を全体から感じる

のは、それぞれのボリュームを

巧みに編み込んだ屋根のような

部分の持つ繊細さが、構成の潔

さと合わさって魔法的な効果を

生んでいるからかもしれない。

田ノ上　智絵
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